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2019 年度 第 11 回マス・フェスタ（全国数学生徒研究発表会） 

具体的な活動内容 

「数学」に特化した SSH 事業の取組として、全国の数学を学習する生徒の研究発表の場として実施された。 

8 月 24日（土）兵庫県西宮市の関西学院大学西宮上ヶ原キャンパスで行われた。(全国から３８校参加) 

本校の生徒 3 人（全員 5 年生女子）も参加し、現在コズモサイエンスの時間に探究している「ゲーム理論に

おけるジレンマの検証」について実験やアンケート結果をまとめポスター発表を行った。 

1.研究の目的 

ゲーム理論「囚人のジレンマ」において、プレイヤー同士を協力させるような条件を見つけ出す。 

（囚人のジレンマ…ある条件下において、プレイヤーがそれぞれにとって最善の選択をした結果、全体的な

利益がかえって落ち込んでしまうというジレンマ。プレイヤー同士の最善の選択によって生まれるこのような

均衡は、一般に「ナッシュ均衡」と呼ばれる。） 

2.研究の方法 

「囚人のジレンマ」と類似する状況を持つゲームを考え、報酬、罰則等の条件を変えて、それぞれの条件に

ついてアンケートを実施した。 

3.研究結果 

協力した場合のメリット、またはしなかった場合のデメリットが極端に大きい場合、均衡は崩壊した。 

 

 

生徒の感想 

「他校生や大学の先生に内容を見てもらい様々

な意見をもらえてよかった」「自分たちと同じ年

齢なのに数学に関して凄い知識を持っている人

たちが大勢いて刺激を受けた」 

 

▲関西学院大学でのポスター交流の様子（色々な方と交流できました！！） 

▲快晴のなか、関西学院大にて記念写真 


